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退
任
の
ご
挨
拶

謹　

啓　

新
緑
の
候　

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

平
素
当
組
合
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

さ
て　

私
ど
も　

四
月
二
十
六
日
付
を
も
ち
ま
し
て
常
勤
役
員
を
退
任
致
し
ま
し
た

在
任
中
は
公
私
に
わ
た
り
温
か
い
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り　

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
そ
の
職
責
を
果
た
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

謹　

白　

　
　

令
和
四
年
五
月

役員退任・就任挨拶
都
城
農
業
協
同
組
合

就
任
の
ご
挨
拶

謹　

啓　

新
緑
の
候　

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

さ
て　

私
ど
も　

四
月
二
十
六
日
の
通
常
総
代
会
後
の
理
事
会
及
び
監
事
会
に
お
き
ま
し
て
常
勤
役
員
に
選
任
さ
れ
就
任
致

し
ま
し
た

農
業
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
は
内
外
と
も
に
極
め
て
厳
し
い
折
柄　

職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す

が　

決
意
を
新
た
に
最
善
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

何
卒
ご
高
承
の
上
今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す謹　

白　

　
　

令
和
四
年
五
月

都
城
農
業
協
同
組
合

前
常
務
理
事

坂
元
俊
一

前
代
表
理
事
組
合
長

久
保
順
一

前
常
務
理
事

𠮷
田
則
男

非
常
勤
理
事

新
森
雄
吾（
沖
水
）

非
常
勤
理
事

上
原
　
健（
志
和
池
）

非
常
勤
理
事

松
下
良
彦（
安
久
）

非
常
勤
理
事

飯
盛
由
紀
子（
全
域
）

非
常
勤
理
事

河
野
道
秋（
山
之
口
）

非
常
勤
理
事

坂
元
恭
子（
全
域
）

非
常
勤
理
事

中
島
　
繁（
五
十
市
）

代
表
監
事

原
田
建
一

非
常
勤
理
事

坂
元
和
雄（
西
岳
）

非
常
勤
監
事

川
内
福
一

代
表
理
事
組
合
長

矢
𠮷
照
美

常
務
理
事

新
地
国
明

常
務
理
事

海
東
裕
次
郎

常
務
理
事

阿
多
祥
一

常
勤
監
事

梅
北
修
司

非
常
勤
理
事
・
監
事

退
任
者
の
ご
紹
介
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新任理事・
新任監事・
新理事会・
新監事紹介

監事会
監　事

外
ほか

勢
せ

　勝
かつ

利
とし

　

監事会
代表監事

山
やま

下
した

　修
しゅう

一
いち

　

総務金融理事委員会
副委員長

丸
まる

山
やま

浩
こう

一
いち

郎
ろう

【三股支所選出】

農産経済理事委員会
委　員

紺
こん

家
や

　知
とも

征
ゆき

【山之口支店選出】

農産経済理事委員会
農産経済担当常務

新
しん

地
ち

　国
くに

明
あき

【この組合の全域選出】

監事会
常勤監事

梅
うめ

北
きた

　修
しゅう

司
じ

　

総務金融理事委員会
委　員

川
かわ

畑
ばた

　悦
えつ

郎
ろう

【高崎支所選出】

畜産理事委員会
副委員長

久
く

留
どめ

　雅
まさ

博
ひろ

【五十市支店選出】

総務金融理事委員会
総務金融担当常務

海
かい

東
とう

裕
ゆう

次
じ

郎
ろう

【この組合の全域選出】

監事会
監　事

山
やま

元
もと

　千
ち

寛
ひろ

　

畜産理事委員会
委　員

日
ひ

髙
だか

賀
か

世
よ

子
こ

【この組合の全域選出】

農産経済理事委員会
委　員

石
いし

原
はら

　文
ふみ

雄
お

【山田支店選出】

総務金融理事委員会
委　員

南
みなみ

﨑
ざき

　　悟
さとる

【安久支店選出】

畜産理事委員会
畜産担当常務

阿
あ

多
た

　祥
しょう

一
いち

【高城支店選出】

監事会
監　事

倉
くら

山
やま

　利
とし

則
のり

　

農産経済理事委員会
副委員長

福
ふく

永
なが

真
ま

美
み

子
こ

【この組合の全域選出】

総務金融理事委員会
委　員

重
しげ

冨
とみ

　　保
たもつ

【志和池支店選出】

農産経済理事委員会
委員長

坂
さか

元
もと

　重
しげ

秋
あき

【梅北支店選出】

総務金融理事委員会
代表理事組合長

矢
や

𠮷
よし

　照
てる

美
み

【沖水支店選出】

監事会
監　事

桑
くわ

木
き

　康
やす

生
お

　

農産経済理事委員会
委　員

松
まつ

原
ばら

　文
ふみ

子
こ

【この組合の全域選出】

畜産理事委員会
委　員

末
すえ

吉
よし

俊
しゅん

一
いち

郎
ろう

【西岳支店選出】

畜産理事委員会
委　員

松
まつ

山
やま

　龍
りゅう

二
じ

【姫城支店選出】

監事会
監　事

中
なか

条
じょう

　伸
のぶ

彦
ひこ

　

畜産理事委員会
委員長

中
なか

村
むら

　哲
てつ

朗
ろう

【高崎支所選出】

総務金融理事委員会
委員長

吉
よし

田
だ

　則
のり

男
お

【庄内支店選出】

農産経済理事委員会
委　員

長
なが

倉
くら

　浩
こう

二
じ

【祝吉支店選出】

新任

新任新任新任

新任 新任 新任

新任新任

新任新任新任
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重点施策
【所得向上に関すること】
1.耕種部門
①�加工甘藷の契約面積の拡大による販売高の増
加
②�加工馬鈴薯（オホーツク）の契約面積の拡大に
よる販売高の増加
③�JAS有機認証取得推進による茶葉の有利販売

2.畜産部門
①�子牛の産肉能力の向上に向けた優秀な繁殖雌
牛の導入・保留の支援
②�農家ごとの枝肉重量と上物率の目標設定によ
る枝肉改善
③�酪農乳用牛育成支援対策事業による育成牛預
託推進及び支援
④�枝肉重量と上物率の向上

3.購買部門
①農家直送の推進による生産資材価格の削減
②予約割引実施による生産資材価格の削減

◆事業別計画目標
1．経済事業  ―――  販売高計画：282億2,400万円　　　　　　購買供給高計画：156億7,000万円
2．信用事業  ―――  貯金平均残高計画：1,386億4,600万円　　貸出金平均残高計画：395億1,400万円
3．共済事業  ―――  長期共済保有高計画：4,412億8,800万円

詳しくは協同のあゆみをご参照ください。

第47回 通常総代会
　４月26日に開催を予定しておりました「第47回通常総代会」は、昨年に引き続き、新型コロナウイルス感
染防止のため、書面議決により実施しました。令和３年度の事業報告や令和4年度の事業計画など６議案が、
議決権行使書面にて決議され、全ての議案が賛成多数により承認されました。
　つきましては、簡易的な内容ではありますが、総代会での主な決定事項を紹介します。

令和３年度 事業経過報告

令和４年度 自己改革取り組み計画

令和４年度 事業計画

資格区分 令和3年1月末 令和4年1月末 増減

正組合員 7,209 6,934 △275

准組合員 12,439 12,666 227

合　　計 19,648 19,600 △48

◆組合員数	 （単位：人）

項　目 令和3年度（計画）令和3年度（実績） 計画比
販 売 事 業 27,393 28,645 104.5%
購 買 事 業 14,111 16,529 117.1％
貯金平均残高 133,912 138,925 103.7%
貸出金平均残高 40,034 40,017 99.9%
長期共済保有高 467,074 460,867 98.6%

◆主な事業実績	 （単位：百万円）

【経営基盤強化に関すること】
①金融・共済店舗の再編整備
②経営事業のIT推進

【組合員の参加・参画に関すること】
①支所・支店運営協議会の開催
②�組合員訪問活動による「ご意見・ご要望」の把
握

③准組合員向け広報誌創刊の検討
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西
岳
支
店
管
内
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
を
営
む
宮
崎
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q
経
営
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
５
鶏
舎
で
年
間
約
30
万
羽
を
妻
（
深
雪
さ
ん
）

と
両
親
の
４
人
で
手
分
け
を
し
な
が
ら
飼
育
し

て
い
ま
す
。

Q
就
農
し
た
き
っ
か
け
は
？

A
元
は
美
容
師
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
祖
父
、
父

と
代
々
、
養
鶏
を
や
っ
て
お
り
、
30
歳
の
時
に

宮
崎
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
後
継
者
と
し
て
就
農
し
ま
し
た
。 

Q
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
で
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
は
？

A
掲
げ
た
目
標
を
達
成
で
き
て
い
る
時
で
す
。
年

に
出
荷
を
５
、
６
回
行
う
際
に
成
績
表
を
も
ら

う
の
で
す
が
そ
の
結
果
が
良
か
っ
た
時
は
嬉
し
い
で
す
。

Q
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
の
大
変
な
と
こ
ろ
は
？

A
大
変
な
こ
と
は
他
の
養
鶏
生
産
者
と
同
じ
よ
う

に
温
度
管
理
で
す
。
冬
場
は
暖
房
等
を
使
用
す

る
こ
と
で
管
理
で
き
る
の
で
良
い
の
で
す
が
夏
場
が
と

て
も
大
変
で
す
。
特
に
35
度
を
超
え
る
よ
う
な
猛
暑
日

は
熱
を
少
し
で
も
下
げ
ら
れ
る
よ
う
に
鶏
舎
内
に
水
を

ま
い
た
り
し
て
鶏
に
ス
ト
レ
ス
を
か
け
る
こ
と
な
く
管

理
す
る
こ
と
が
大
変
で
す
。

Q
よ
り
よ
い
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
を
す
る
た
め
に
心

掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

A
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
常
に
人
の
目
が
行
き
届
く
よ
う
な
体
制
づ

く
り
で
す
。
生
き
物
を
扱
っ
て
い
る
た
め
何
か
異
変
等

が
起
こ
っ
た
際
に
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
な
管
理

体
制
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

２
つ
目
は
作
業
効
率
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。
少
し
で

も
作
業
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
他
の
作
業

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
よ
り
良
い
作
業
の

簡
略
化
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

Q
宮
崎
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
魅
力
は
？

A
天
然
の
湧
き
水
で
あ
る
霧
島
裂
罅
水
を
使
用
し

て
い
る
の
も
要
因
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
鶏

の
身
が
柔
ら
か
い
の
に
食
べ
応
え
も
し
っ
か
り
あ
る
の

が
魅
力
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

Q
今
後
の
目
標
は
？

A
事
業
拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
後
継
者

の
た
め
に
も
現
状
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
更

な
る
高
み
を
目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

農農
ココツツ
なら
のの

西
岳
支
店
管
内
　
宮み

や

崎ざ
き

亮り
ょ
う

一い
ち

さん（
45
歳
）
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肥育牛部会表彰
令和３年２月１日より令和４年１月31日までの肉牛販売に置いて枝肉単価上位３位までと、上物率（５等級率）３名を表彰する。

※敬略称

　
都
城
地
域
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
事
務
局：
Ｊ
Ａ
都
城
）

は
、
４
月
13
日
、
農
業
に
関
す
る
知
識
と
技
術
習
得
を
目

的
と
し
た
農
業
講
座
「
ぼ
ん
ち
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
」
を
開

講
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
５
人
が
受
講
し
ま
す
。

　
同
講
座
に
は
、
農
業
経
験
の
な
い
人
や
自
宅
で
家
庭
菜
園

を
行
っ
て
い
る
人
な
ど
が
参
加
。「
野
菜
づ
く
り
を
基
礎
か

ら
勉
強
し
た
い
」、「
農
地
を
所
有
し
て
お
り
有
効
活
用
し
た

い
」、「
家
庭
菜
園
に
挑
戦
し
て
み
た
が
失
敗
し
た
経
験
が
あ

り
、
原
因
を
知
り
、
今
後
に
つ
な
げ
た
い
」
な
ど
、
様
々
な

目
標
・
目
的
を
持
っ
た
人
が
約
半
年
間
、
全
13
回
の
講
座
を

通
し
て
、
農
業
の
基
礎
知
識
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

　
開
講
式
で
は
、
新
地
常
務
が
「
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
を
通

じ
て
一
つ
で
も
多
く
の
事
を
学
ん
で
も
ら
い
、
様
々
な
野

菜
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い
。
野
菜
作
り

は
自
然
、
天
候
と
の
戦
い
で
は
あ
る
が
自
分
で
手
を
か
け

て
育
て
た
野
菜
を
収
穫
す
る
喜
び
、
食
べ
た
時
の
感
動
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。

　
開
講
式
終
了
後
に
は
、
第
１
回
講
座
が
行
わ
れ
、
受
講

生
は
、
野
菜
栽
培
に
適
し
た
土
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　
同
講
座
は
平
成
13
年
度
に
開
講
し
、
こ
れ
ま
で
に
約
３

７
０
名
の
卒
業
生
が
お
り
、
直
売
所
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
に
出
荷
を

し
て
い
る
卒
業
生
も
い
ま
す
。

　
３
月
28
日
、
鹿
児
島
県
曾
於
市

の
㈱
ナ
ン
チ
ク
で
、
若
手
後
継
者

の
研
鑽
、
肥
育
技
術
の
向
上
を
目

的
に
、
令
和
３
年
度
第
２
回
若
手

後
継
者
グ
ル
ー
プ
枝
肉
共
励
会
を

開
催
。
Ｊ
Ａ
都
城
管
内
か
ら
全
18

頭
の
枝
肉
が
出
品
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
、
同
Ｊ
Ａ
高
崎
支
所
の
薬

師
大
育
さ
ん
出
品
の
枝
肉
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
枝
肉
の
血
統
は
、
父
「
耕
富
士
」、
母
の
父

「
美
穂
国
」、
祖
母
の
父
「
福
之
国
」
で
、
枝
肉
重
量
５
３
１
・
５
㎏
、

ロ
ー
ス
芯
74
平
方
㎝
、
バ
ラ
厚
９
・
８
㎝
、
サ
シ
の
入
り
を
表
す
Ｂ

Ｍ
Ｓ
ナ
ン
バ
ー
は
12
で
、
枝
肉
の
光
沢
が
非
常
に
優
れ
、
枝
の
造
り
、

も
も
抜
け
、
脂
質
、
締
ま
り
も
良
好
な
枝
肉
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
薬
師
さ
ん
は
「
今
回
、
出
品
し
た
牛
は
５

年
前
に
繁
殖
事
業
に
参
入
し
て
初
め
て
導
入
し
た
牛
か
ら
産
ま
れ

た
３
産
目
の
牛
で
産
ま
れ
て
か
ら
大
き
な
病
気
に
か
か
る
こ
と
な

く
最
後
ま
で
食
べ
て
く
れ
た
。
我
が
家
で
産
ま
れ
て
最
後
ま
で
自

分
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
牛
で
賞
を
獲
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

嬉
し
い
。
今
後
も
技
術
力
を
向
上
さ
せ
、
良
い
牛
を
育
て
て
い
き

た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
全
体
的
に
、
肉
質
・
枝
肉
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
優
れ
た
も
の
が
多

く
、
ま
た
、
上
物
率
（
肉
質
等
級
４
等
級
以
上
）
が
１
０
０
％
と

都
城
和
牛
の
努
力
の
成
果
・
実
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
共
励
会

で
し
た
。

　
　
そ
の
他
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。（
　
）
は
支
所
、
支
店
名
。

▽
優
秀
賞
＝
山
元
勇
佑
（
高
崎
）

▽
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ　
ｊ
ｏ
ｂ
賞
＝
久
留
洋
一
郎
（
五
十
市
）

令
和
３
年
度

第
２
回
若
手
後
継
者
グル
ー
プ
枝
肉
共
励
会

【枝肉単価の部】
順　位 支部名 氏　　　名 枝肉単価

（Kg/円）
枝肉重量
（Kg）

販売価格
（千円） 備　　　考

1位 大淀 金政 隆美 5,110 515.6 2,634 JA宮崎経済連和牛枝肉共進会（6月22日）優秀賞1席
2位 東部 松之下 義政 4,810 557.8 2,683 JA宮崎経済連和牛枝肉共進会（6月22日）優秀賞2席
3位 西部 梅ケ谷 善照 4,600 560.2 2,576 JA宮崎経済連和牛枝肉共進会（6月22日）優秀賞3席
【5等級率の部】

販売頭数部門 支部名 氏　　　名 出荷頭数 5等級率
101頭以上の部 高崎 薬師 和敏 122頭   96.7％
51～100頭の部 東部 畑中 浩二   71頭   93.0％
15～50頭の部 大淀 長谷場 平   30頭 100.0％

農業の楽しさ・喜び感じて
ぼんち

アグリスクール
開講
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西
部
農
機
セ
ン
タ
ー
で
は
西
岳
地
区
に
お

い
て
、
農
機
協
力
員
と
Ｊ
Ａ

－

Ｓ
Ｓ
、
各
系

統
農
機
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
、
４
月
12
日
か

ら
15
日
の
４
日
間
、
田
植
え
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー

等
の
整
備
会
を
行
っ
た
。
事
前
予
約
だ
け
で
50

台
程
の
依
頼
が
き
て
お
り
、
西
岳
地
区
に
は
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
田
植
え
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ホ
イ
ー
ル

ロ
ー
ダ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
オ
イ
ル
、
フ
ァ
ン
ベ
ル
ト
交
換
を

行
う
。
ま
た
、
不
具
合
を
起
こ
し
て
い
る

部
品
の
注
文
を
取
り
、
後
日
修
理
、
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
西
岳
地
区
担
当
の
農
機
専
職
は
「
古
く

な
っ
て
い
る
オ
イ
ル
の
交
換
、
各
作
動
部

を
主
に
点
検
を
し
て
い
る
。
作
業
前
に
少

し
で
も
良
い
状
態
に
し
、
農
作
業
中
事
故

を
事
前
に
防
ぐ
と
同
時
に
作
業
の
効
率
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
と
思
う
。

整
備
だ
け
で
は
な
く
部
品
の
交
換
も
行
っ

て
い
る
の
で
ど
ん
ど
ん
相
談
し
て
も
ら
い

た
い
。
今
後
も
組
合
員
の
為
に
整
備
会
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

３
月
27
日
、
丸
谷
町
薄
谷
地
区
に
新
た
な
農
事
組
合
法
人
「
す
っ
の
だ

ん
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
４
月
５
日
、
薄
谷
営
農
研
修
館
で
創
立
総
会
を
開

き
、
参
加
し
た
32
人
の
組
合
員
が
地
域
農
業
の
基
盤
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に

し
よ
う
と
結
束
を
強
め
ま
し
た
。

　
薄
谷
地
区
で
は
、
か
ね
て
か
ら
地
域
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が

進
行
し
、
将
来
の
農
業
経
営
や
農
地
の
荒
廃
へ
の
不
安
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
管
理
の
行
き
届
か
な
い
農
地
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
地
域

の
農
地
は
地
域
で
守
っ
て
い
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
状

況
を
打
破
す
る
た
め
、
２
０
０
４
年
に
薄
谷
地
区
内
の
組
合
員
で
構
成
す
る

薄
谷
営
農
組
合
を
創
立
し
、
法
人
化
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
般
、
法
人
と
し
て
発
足
し
、
農
業
生
産
に
お
け
る
協
業
化
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
組
合
員
相
互
の
利
益
を
増
進
す
る
と
と

も
に
、
地
域
農
業
及
び
農
村
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
法
人
発
足
１
年
目
と
な
る
今
年
度
は
水
稲
９
ha
と
飼
料
作
物
４
ha
、
甘
藷

８
・
８
ha
、
白
米
事
業
６
、
５
０
０
㎏
の
作
付
け
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
経

営
を
盤
石
に
す
る
た
め
に
、
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
受
託
作
業
を
行
い
、

段
階
を
踏
ん
で
経
営
規
模
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　
創
立
総
会
で
は
、
組
合
員
へ
法
人
創
立
の
理
由

や
今
後
の
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
法
人

の
組
合
長
を
務
め
る
西
原
一
美
さ
ん
は
「
法
人
の

設
立
ま
で
に
地
域
の
み
ん
な
と
協
議
を
重
ね
、
よ

う
や
く
設
立
ま
で
に
至
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
、

担
い
手
不
足
が
進
行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
地

域
農
業
を
守
り
、
少
し
で
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
還

元
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
中
核
と
な
る
担
い
手
と
し
て
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

新
た
な
農
事
組
合
法
人
が
誕
生

農
事
組
合
法
人「
す
っ
の
だ
ん
」

JA都城 JA都城 

オススメオススメ
中古農機中古農機

機種：トラクター
型式：三菱（GSE２４２J）
使用時間：未使用
希望価格：
　1,720,000（税込）
特記事項：
　フード・
　トップリンクキット付き
　 ※ロータリーなし

機種：コンバイン
型式：ヤンマー
　　 （ＥＲ467
　　  キャビン）
使用時間：637時間
希望価格：
　3,300,000円（税込）
特記事項：整備済（良好）

機種：コンバイン
型式：クボタ（ＳＲ18Ｊ）
使用時間：906時間
希望価格：
　110,000円（税込）
特記事項：
　現状渡し（未整備）

機種：田植機
型式：ヤンマー（RG6）
使用時間：651時間
希望価格：
　800,000円（税込）
特記事項：整備済

農機具大特価
キャンペーン
実施中！

農繁期の円滑作業へ
西岳地区農機整備会
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和牛子牛� （4月15日〜17日）
項目

種別
売却平均
価格（円）

キロ当たり
単価（円）

平均体重
（㎏）

平均日齢
（日）

売却頭数
（頭）

メ ス 656,159 2,346 280 285 448

去 勢 790,396 2,541 310 283 570

平均・計 731,321 2,457 297 284 1,018
※最高価格…1,669,800円（メス）

乳子牛� （4月8日）
項目

種別
売却平均
価格（円）

平均体重
（㎏）

平均日齢
（日）

売却頭数
（頭）

ホルス
オス 129,043 106 67 32

メス 22,000 95 76 1

Ｆ１
オス 231,234 113 74 89

メス 174,615 104 74 89

体外ET
オス 207,900 81 87 1

メス − − − −

体内ET
オス 559,460 144 116 5

メス 461,633 128 114 9

肉牛枝肉� （東京・大阪・2市場平均）
格　付 Ａ5（5-2） Ａ4（4-2） Ａ3（3-2）

キロ単価（円） 2,484 2,242 2,088

前 月 比（円） 53 66 84

4月 せり市成績

5月のせり日
乳 子 牛 和牛子牛

開催日 7日 16日〜18日

※�詳しい日程や、過去のセリ市成績は、下記
URLでご覧になれます。

https://miyakonojyo.ja-miyazaki.jp/seri/nittei/

チャンピオンに輝いた「あすか」号と都城農業高校畜産研究班の左から永盛さん、
中村さん、内田さん、倉盛さん、木幡さん

開 催 日：令和4年5月9日
出場頭数：34頭

都城農業高校
［中央支部管内］
名号：「あすか」号
日齢：277日、体重：336㎏
血統：�父「福晴茂」、母の父「耕富士」、

母の祖父「美穂国」

その他の優等牛生産者は次のとおり。
敬称略、（　）は支部名、父の血統名、母の父の血統名、母の祖父の血統名。

▷２席＝上田孝雄（山之口、福晴茂、勝平正、福桜）	 ▷３席＝児玉新次（志和池、富久竜、安福久、忠富士）
▷４席＝八木安郎（志和池、勝光美、忠富士、福之国）	 ▷５席＝新地誠司（高城、富久竜、安福久、勝平丸）
▷６席＝中村保夫（山之口、満天白清、美穂国、勝平正）	 ▷７席＝大村忠美（三股、秀正実、耕富士、勝平正）

チャンピオンコメント
　まさかチャンピオンを獲ることができるとは思っ
ておらず驚きが隠せない。部活の時に畜産研究班
の皆で歩き運動、調教、牛の手洗いを毎日積み重
ねたことが結果として繋がったのではないかと思
う。また、良い牛を育てるために配合飼料の検討
をし、悪かった部分の改善をできたことも良かった
と思う。今日の結果を弾みに全共にも出品できる
よう、今後もいい牛をたくさん育てていきたい。

チャンピオン

郡市和牛共進会5月
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　おとなしく、おっとりとし、マイペースな性格の楠くん。車が大好きでミニカーで遊んだり車の運転席に
座るとなかなか降りてきてくれなかったりするそうです。お姉ちゃん２人（伊吹ちゃん、楓ちゃん）達とも
とても仲良しで良く３人で遊びます。将来は自分の持ち味を最大限に活かし、人の気持ちを分かってあげる
ことのできる優しい人になってもらいたいそうです。
　いつも周りの人を笑顔にさせる楠くんは石田家になくてはならない天使です！　これからも姉弟３人仲良
く、大きくなってね！

　元気いっぱいだけど人懐っこく、決して吠えることのないカールくん。
　谷山さんと車でお出かけするのが大好きで買いものに出かける時には自ら助手
席までトートバッグを加えて持っていき、買い物に出ている間はおとなしく運転
席で待っている賢さも備えているそうです。
　そんなカールくんは谷山家になくてはならない家族の一員です。これからも家
族のみんなを笑顔する存在であり続けてね！

わんぱく天使
庄内支店管内
東さん、未来子さんの長男

石
いし

田
だ

　楠
みなみ

くん（１歳）

三股支所管内

谷
たに

山
やま

泰
やす

宏
ひろ

さん宅

カールカール（ゴールデンレトリーバー・オス・3歳）（ゴールデンレトリーバー・オス・3歳）

　高城支店管内の吹上幹夫さんの庭に綺麗なオキナグサと
ミツマタが花を咲かせました。オキナグサは絶滅危惧Ⅱ類
に分類されている花だそうです。ミツマタは和紙の原料と
なっているらしく、吹上さんが栽培を始めてから４年目の
今年、初めて花が咲いてくれたそうです。

　三股支所に頭が２つある
双子ちゃん筍を盛田敏郎さ
んが持ってきてくださいま
した。双子の筍は珍しく、
夫婦円満、子孫繁栄など縁
起が良いとされているそう
です。

　庄内支店にオレンジ色が
綺麗に彩るクンシランを吉
永文貞さんが持ってきてく
ださいました。クンシラン
は漢字で「君子蘭」と書き、
「誠実」や「貴い」という
花言葉があります。
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最寄りの支所・支店まで
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６月の行事予定
6日㈪	 郡市和牛共進会

8日㈬	 乳牛せり市

9日㈭	 全共�
（都城代表決定
検査）

10日㈮	 成牛市、�
フスマ即売会

15日㈬	 子牛せり市�
（～17日）

20日㈪	 成牛市

24日㈮	 フスマ即売会

21日㈫	 ＪＡ宮崎経済連�
枝肉共励会

28日㈫	 理事会

30日㈭	 成牛市

理事会報告（4月25日開催）
≪提案事項≫
議案第１号　令和３年度業務報告書について
議案第２号　�会計監査人の再任および監査報酬につ

いて
議案第３号　退任役員表彰について
議案第４号　固定資産処分について
議案第５号　総代会提出議案の一部修正について
議案第６号　�育児休業等に関する規程の一部改正に

ついて
議案第７号　�介護休業等に関する規程の一部改正に

ついて
議案第８号　臨時雇就業規則の一部改正について
議案第９号　�56歳以降の給与にかかる制度の一部見

直しについて
議案第１０号　給与規程の一部改正について
議案第１１号　�都城市肉用牛肥育素牛供給事業にかか

る資金の借入について
議案第１２号　スーパーＬ資金の借入・貸出について
議案第１３号　�令和４年度「ご意見・ご要望のとりまと

め」について
議案第１４号　令和２年産米精算について
議案第１５号　�重種種雌馬繁殖奨励金交付要綱の新設

について

以上、１５議案が提案され、全議案が承認されました。

出席　理事 20人　監事６人
≪報告事項≫
１．令和４年４月末仮決算事務手続きについて
２．令和３年度１支所支店１活動の実績について
３．令和４年５月行事予定について
４．役職員総合研修大会開催について
５．貸付金審査委員会要領の一部改正について
６．制度資金の取扱手続要領の一部改正について
７．令和４年度３月末貸出金実績について
８．スーパーＬ資金にかかる借入辞退について
９．令和４年３月末「満開キャンペーン」の実績に
	 ついて
10．令和４年３月末貯金実績について
11．令和４年３月末余裕金運用について
12．令和４年度年間肥料予約推進実績について
	 (３月末)
13．令和３年度経営所得安定対策交付金について
14．野菜の販売状況について
15．畜産情勢について

求人募集！求人募集！
興味のある方、興味のある方、
やってみたいと思った方は、やってみたいと思った方は、
どしどしお電話ください！どしどしお電話ください！

農業機械整備士・自動車整備士を
募集しております！

お問い合わせは、
JA都城 経済部 農機自動車課

（TEL：0986－38－1267）
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カリフラワー
純白な花蕾を適期に収穫

�カ リフラワーの生育適温は15〜20度といわれ、耐
暑性、耐寒性のある野菜です。夏まき・秋冬取り

が１年で最も作りやすい時期で、温暖地では７月中旬〜
８月下旬が種まき期です。
〔品種〕カリフラワーは花蕾（からい）ができるには、茎葉
の大きさとある程度の低温が関係し、中生品種は早生
品種に比べ、より進んだ生育と、より低い温度が必要で
す。そのため、長い間の収穫を楽しむには品種の使い分
けが必要です。早生品種では「バロック」（サカタのタネ）、
「スノークラウン」（タキイ種苗）、「雪まつり」（武蔵野種
苗園）など、中生品種では「輝月」（野崎採種場）、「スノー
ドレス」（タキイ種苗）などがあります。茎葉と花蕾がコン
パクトな「美星」（サカタのタネ）、スティック状に花茎が伸
びる「カリフローレ」（トキタ種苗）など、ユニークな品種も
あります。
〔苗作り〕直径7.5〜９㎝のポリポットを使い１ポット当た
り４〜５粒をまき、子葉展開時に密生部を間引き、本葉２
〜３枚で１株に間引き、本葉５〜６枚まで育てます。128
穴のセルトレイでは１穴２粒まき、間引いて本葉３〜４枚ま
で育てます（図1）。育苗期間中は、防虫ネットのトンネル
被覆で害虫の飛来を防ぎます。
〔畑の準備〕植え付け２週間前に、１平方ｍ当たり苦土
石灰100ｇをまいて、深く土を耕しておきます。１週間前
に畝幅70〜80㎝、深さ15〜20㎝の溝を掘り、この溝１
ｍ当たり化成肥料（NPK各成分10％）100ｇ程度と堆肥
２Kgを施し、土を戻してよく混ぜて畝を作ります（図2）。
〔植え付け〕本葉５〜６枚の頃、株間40〜45㎝程度に
植え付けます（図3）。植え傷みが起こらないように、植え
穴には十分水を注いでおきましょう。
〔追肥〕植え付け20日後ごろに畝の片側に化成肥料を
畝１ｍ当たり50ｇくらいまいて、土寄せします。その20日
後ごろに畝の反対側に同量を施用します（図4）。
〔病害虫の防除〕ヨトウムシ、コナガなどが多いので「ト
アロー水和剤CT」などで駆除します。
〔収穫〕花蕾が見えたら、花蕾に日焼けや汚れが付か
ないように、外葉の１〜２枚を内側に折って花蕾に載せ
ます（図5）。花蕾が12㎝以上の大きさになり、つぼみの
表面が緻密なうちに、外葉を６〜７枚付けて切り取ります
（図6）。

図1　苗作り

図3　植え付け

図5　日よけ

図2　畑の準備

図4　追肥

図6　収穫

畝幅70～80㎝畝幅70～80㎝

株間40～45㎝株間40～45㎝

溝の幅30㎝溝の幅30㎝

深さ深さ

堆肥堆肥
化成肥料化成肥料

化成肥料化成肥料
2回目2回目1回目1回目

15～20㎝15～20㎝
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二重マスの文字をＡ→Eの順に並べてできる言葉は
何でしょうか？

香料原料となっている紫色の花は？

☟タテのカギ
①	 １人用がシングルなら２人用は
③	 作物のテンサイは、――ダイコンとも呼びます
⑥	 かまぼこの土台にします
⑧	 唇に差す物
⑨	 最高学府に通う人々
⑫	 2022の百の――の数字は０です
⑭	 賭博師、ばくち打ちのこと
⑯	 ビールやジャムを詰めます
⑰	 ――サラダ、――サンド、――マヨネーズ
⑱	 大福とかようかんとか。水無月（みなづき）と
いうのもあります

⑲	 いろいろな具をトルティーヤで挟んで作ります

５月号
読者アンケート

　暑い日が続き
ますね。そこで
暑い日の過ごし
方、おすすめの
熱中症対策を教
えてください。

クロスワードパズル
の答え

お
便
り
イ
ラ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

（
身
近
な
話
題
、
意
見
な
ど
）

※匿名希望の方はペンネームを（� ）
ご記入いただいた個人情報はプレゼント送付に利用します。

　広報誌「まど」では、皆さんのお便りをお待ちしています。身の回
りで起こった楽しいエピソード、我が子自慢、イラスト、便利な情報
など、何でも結構です。下のハガキか、お手持ちのハガキ、または
Ｅメールで、住所、氏名、電話番号を記入の上お送り下さい。
Ｅメールアドレスは、
� ja-mado@miyakonojyo.ja-miyazaki.jpです。

　お便り（アンケート・イラスト・クイズの答え）を
お送りいただいた方の中から、抽選で2名様にプレゼントを
ご用意しています。たくさんのお便りをお持ちしております。

ク ロ ス ワ ー ド
パ ズ ル 頭の体操

ヒント

1 6 9

D

16 18

2 14

C
10 12

7

A
3 11 19

4 8

B

15 17

5 13

C

イラストコーナー

お便り大募集

3月号当選者

応募期限
2022年
6月13日㈪
消印有効

田中さん（高城）・春のすみれさん（姫城）

新福さん（姫城） つばきさん（高崎）

４月号の
クイズの答え エ メ ラ ル ド

☞ヨコのカギ
①	 虹の七色の一つ。赤の隣です
②	 役者が立つ所
④	 アメリカに行くことを漢字で表すと
⑤	 とげに覆われた海の幸
⑦	「佐藤錦」「ナポレオン」などの品種があります
⑩	 出番前の出演者が支度をする場所
⑪	 ジョン・ウェインやゲイリー・クーパーは――
劇で活躍しました

⑬	 賞与とも呼ばれます
⑭	 多くの星が集まってできています
⑮	 おなかの上で貝を割る動物
⑯	 生産量日本一は長崎県。特に茂木の物が知られ
ている果物
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石
山
観
音
の
入
り
口
の
桜
通
り
を
車

に
乗
っ
て
奥
に
行
く
と
桜
の
ト
ン

ネ
ル
み
た
い
に
な
っ
て
お
り
吸
い
込
ま
れ

そ
う
で
す
ご
く
綺
麗
で
す
。
ま
た
、
公
園

の
中
に
行
く
と
色
々
な
花
が
咲
い
て
お
り

綺
麗
で
す
。	

ぶ
た
子
さ
ん
（
沖
水
）

中
郷
の
梅
北
の
方
か
ら
登
っ
た
金
御

岳
は
桜
が
と
て
も
綺
麗
で
上
か
ら

は
都
城
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

天
気
の
良
い
日
は
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
も
飛

ん
で
い
ま
す
。	

春
の
す
み
れ
さ
ん
（
姫
城
）

や
っ
ぱ
り
母
智
丘
の
並
木
道
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
も
ド
ラ
イ
ブ
で
安
心
し

て
花
見
が
で
き
ま
す
。

お
も
ち
ち
ゃ
ん
（
庄
内
）

春
爛
漫
の
折
、
高
城
の
石
山
観
音
池
の

桜
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
県
外
、
県
内
、

市
内
、
町
内
か
ら
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が

大
勢
来
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い

景
色
の
中
で
も
私
は
夜
の
桜
が
好
き
で
す
。

車
の
ラ
イ
ト
を
ア
ッ
プ
し
て
、
ゆ
っ
く
り

と
回
り
ま
す
。
桜
の
門
を
く
ぐ
る
気
持
ち

で
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
で
す
。
皆
さ
ん

も
１
度
経
験
し
て
は
！　

大
人
も
子
供
も
、

と
て
も
喜
ぶ
と
思
い
ま
す
。

田
中
さ
ん
（
高
城
）

関
之
尾
の
滝
の
桜
が
綺
麗
で
す
。

リ
ラ
ッ
ク
マ
さ
ん
（
高
崎
）

　

毎
月
、た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。今
回
の
お
便
り
も
楽
し
く
読
ま
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
回
は「
都
城
の
観
光
・
写
真
ス
ポ
ッ
ト
」を
教

え
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で「
石
山
観
音
」「
金

御
岳
」「
母
智
丘
」「
関
之
尾
の
滝
」と
都
城
に
は
た

く
さ
ん
の
観
光
・
写
真
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
の
だ
と

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ち
な
み
に
私
の
お
す

す
め
は
三
股
町
に
あ
る
椎
八
重
公
園
で
す
。４
月

の
中
旬
に
な
れ
ば
真
っ
赤
な
ツ
ツ
ジ
の
花
が
咲
き

誇
っ
て
お
り
、と
て
も
綺
麗
で
す
！	

（
森
）

※�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

お
便
り
を
ほ
ん
の
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

読
者
の
ま
ど

◎
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
「�

都
城
で
お
す
す
め
の
観
光
、
写
真
ス
ポ
ッ
ト
」
を
教
え
て
く
だ
さ

い
で
し
た
。

編
集
後
記

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
皆
さ
ま
は

ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
防
止
等
の
措
置
が
な

か
っ
た
た
め
、昨
年
ま
で
に
比
べ
る
と
外
出
さ
れ

た
方
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。し

か
し
、ま
た
感
染
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
た
め
、引
き

続
き
感
染
予
防
に
は
気
を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、連
休
も
終
わ
り
、こ
れ
か
ら
本
格
的
な
暑

さ
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。屋
外
で
の
作

業
だ
け
で
は
な
く
、屋
内
で
あ
っ
て
も
熱
中
症
に

は
か
か
り
ま
す
の
で
こ
ま
め
な
水
分
補
給
、休
憩

を
取
り
な
が
ら
、体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。	

（
森
）

レッスン
スケジュール

ククッッキキンンググススタタジジオオククッッキキンンググススタタジジオオククッッキキンンググススタタジジオオ
おおひひささままのの台台所所おひさまの台所

問い合わせ先／組織生活課 38-6698
（担当：加

か

々
が

美
み

）

南部支所の直売所に隣接する
“おひさまの台所クッキング
スタジオ美菜味”（みなみ）では、

毎月多彩なテーマで
料理教室を開催しております。

6月のスケジュールは、
右記の通りになっています。
ぜひ、ご参加ください。

◎ＪＡ都城完熟マンゴーを贅沢に使った
マンゴーロールケーキ
6月7日㈫•8日㈬•11日㈯  10：00～13：00
◉参加費各2,000円(スペシャルプライス)  ◉定員各12名

◎お父さんありがとう！  親子クッキング
地元産食材で生地から手作りピザ
6月18日㈯  10：00～13：00
◉参加費親子で2,500円(※1人追加(子供)500円)  ◉定員5組

◎プロから学ぶお魚料理教室
魚の熟成究極の海鮮丼 ～津本式～
6月22日㈬  10：00～13：00
◉参加費2,500円  ◉定員12名

◎地元産食材で
お家で楽しむ世界のランチ～韓国編～
6月28日㈫  10：00～13：00
◉参加費2,000円  ◉定員12名

◎七夕おもてなし料理
ご家庭で簡単にできるおもてなし料理
7月7日㈭  10：00～14：00
◉参加費2,500円  ◉定員12名

※�お申し込みにあたって注意事項・新型コロナウイルス感染予防のため止むを得ず教室を中止する場合がござ
います。お申し込みの際はお電話番号など記載漏れのないようにご注意ください。宜しくお願いいたします。

締切
5/23

締切
6/2

締切
6/7

締切
6/13

締切
6/23

ケーキはお持ち帰り♪ 軽食付き

ピザはお持ち帰り♪
年長さん～小学生まで対象
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レストラン朝霧、直売所ATOM、直売所ATOM南部店 6月13月日・7月11月日


